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食品表示１１０番
農林水産省、地方農政局、農林

水産消費安全技術センター等

疑義情報
疑義情報には、事業者

の内部告発者からの告発
を含む。

その内容は、原産地や
原材料の偽装など様々で
ある。

小売店舗等に対する巡回調査など

指示
公表
等

○ 小売店舗に職員による巡回的な表示調査を実施。
○ 食品表示１１０番への情報提供等に基づき立入検査等を実施。
○ 立入検査においては、伝票類の精査等の社会的検証を実施するとともに、ＤＮＡ分析

等の科学的手段も活用し、疑義を解明。

市販商品を買上げ、科学的分析

農林水産省
○ 立入検査等を実施
• 事前調査において、疑義商品の表示

状況や流通状況等を把握

• 疑義商品やその原材料を特定するた
め、独立行政法人農林水産消費安全
技術センター等によるＤＮＡ分析等の
科学的手段も活用

• 疑義商品やその原材料の流通にかか
わった事業者に対する立入検査も合
わせて実施

• 仕入・販売伝票等の関連書類を検査

• 様々なデータを分析する社会的検証
により、疑義を解明

食品表示の監視・取締りについて ＜４（２）食品表示・監視＞



• 生産者や製造業者は、あらかじめ登録認定
機関に認定を申請して、生産行程管理者の
認定を受けることにより有機ＪＡＳマーク
を付すことができる。

• 流通段階において小分業者
や輸入業者が、包装容器に
新たに有機ＪＡＳマークを
付すためには、認定を受け
る必要。

有機農産物の日本農林規格に基づいて、ほ場
の条件、肥培管理、種苗の条件、防除法等を
満たす特別な生産方法での栽培管理を行う。

【有機農産物】

• 堆肥等による土作り、播種・植付け前２年以
上及び栽培中に（多年生作物の場合は収穫前
３年以上）、原則として化学的肥料及び農薬
の不使用

• 遺伝子組換え種苗の不使用

【有機畜産物】
• 主に有機飼料を与えること
• 野外への放牧など、ストレスを与えずに飼育
• 抗生物質等を病気の予防目的では不使用
• 遺伝子組換え技術の不使用

【有機加工食品】

• 化学的に合成された添加物や薬剤の使用は極
力避けること

• 原材料は、水と食塩を除いて、９５％以上が
有機農産物、有機畜産物又は有機加工食品で
あること

• 薬剤により汚染されないよう管理された工場
で製造を行うこと

• 遺伝子組換え技術の不使用

有機ＪＡＳマークが付されている農産物又は
農産物加工食品以外に、「有機（農産物）」、
「オーガニック（農産物）」等の表示をするこ
とは禁止。

規制内容

有機（農産物）などの表示を行うためには

有機ＪＡＳマークを付すためには

有機農産物、有機畜産物、
有機加工食品

有機食品の名称表示規制

認定機関名 90

＜４（２）食品表示・監視＞



２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容
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３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ



主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律（食糧法）に基づく、用途限定
米穀（加工用米、飼料用米、ＭＡ米等）の適正使用等の履行状況確認のため
の立入検査

米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律（米トレ
ーサビリティ法）に基づく、米穀等の取引等に係る記録の作成・保存状況及
び産地情報の伝達の履行状況確認のための立入検査

農産物検査法（農検法）に基づく、農産物検査業務の適切な実施確認のため
の立入調査

消費者や米穀事業者等からの米穀の流通に関する情報提供や相談・問合せ等に対応
東海農政局

消費・安全部 流通監視課 052-746-1315 岐阜県拠点 058-271-4045
消費・安全チーム 052-763-4342 三重県拠点 059-228-3153

食の安全性及び米穀等の適正流通の確保並びに農産物の公正かつ
円滑な取引とその品質の改善に資するため、以下の取組を実施

米穀流通監視相談窓口の設置

立入検査等の実施

米穀の流通監視業務

問合
せ先
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＜４（３）米穀の流通監視＞



加
だんご、米菓など

ごはん（主食用）

○加工用米

• 清酒等の酒類
• 加工米飯
• みそなどの調味料
• 上新粉などの粉類
• 米菓類等の原料用
など

○新規需要米

• 飼料用
• 米粉用（ﾊﾟﾝ・麺）
• 輸出用
• ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ
など

○区分出荷米

集荷円滑化対策により、
豊作による過剰米を主
食用等他の米穀と区分
されたもの

豊作分

平年作

○国等が用途を限定して販売した米穀

• 国が販売するミニマム・アクセス米
[加工用・飼料用]

• 米穀安定供給確保支援機構が販売
する現物弁済米 [米粉用・飼料用]

など

用途限定米穀とは

米穀の出荷販売事業者が遵守すべき事項

加

用途限定米穀の取扱いルール
加工用米等の用途限定米穀については、定められた用
途以外への使用及び販売の禁止、他の米穀との明確な
区分管理等を義務付け。

食糧法に基づく米穀流通監視業務
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③自ら非食用物
資の 製造に使用

①廃棄

②非食用事業者へ直接譲渡 ④仕入元に返品

食用不適米穀食用不適米穀の取扱いのルール
食用不適米穀について、他の米穀の品質に悪影響を与
えないよう厳格な区分管理を義務付け、やむ をえず非
食用として処分する場合は、食用への転用防止措置を
義務付け。

＜４（３）米穀の流通監視＞


